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 運 用 報 告 書（全体版） 
第４期＜決算日2019年９月24日＞ 

 

厳選ジャパン
当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 無期限 
運 用 方 針 信託財産の成長を図ることを目的として、積極的な運用を行います。 

主要投資対象 わが国の金融商品取引所に上場する株式（上場予定を含みます。）を主要投資対象とします。

運 用 方 法 

主として、わが国の金融商品取引所に上場する
株式（上場予定を含みます。）に投資を行いま
す。優れた経営者の質・ビジョン、新しいビジ
ネスモデルや付加価値の高い商品などから企業
価値の増大が期待できる企業に着目します。徹
底した企業分析、銘柄調査に基づき、企業の成
長力、競争力、収益力、経営力、株価等を分析
し、ファンダメンタルズとバリュエーションの
観点から、組入候補銘柄群を選定します。ポー
トフォリオの構築にあたっては、組入候補銘柄
群の中から、今後高い利益成長が期待できると
考えられる銘柄を厳選して投資を行います。実
質株式組入比率は、原則として高位を維持しま
すが、相場急変時等には一時的に引き下げる場
合があります。非株式（株式以外の資産）への
投資割合は、原則として信託財産総額の50％
以下とします。 

組 入 制 限 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除
後の配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。分配金額は、委託者
が基準価額水準、市況動向等を勘案して、決定
します。ただし、分配対象額が少額の場合は分
配を行わない場合があります。留保益の運用に
ついては、特に制限を設けず、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。 

 
<運用報告書に関するお問い合わせ先> 
コールセンター：0120-104-694 
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。 
 
 
 

 
  
 

受益者の皆さまへ 
 
 毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。 
 
 さて、「厳選ジャパン」は、2019年９
月24日に第４期の決算を行いました。
ここに、運用経過等をご報告申し上げま
す。 
 
 今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。 
 

 

 

東京都千代田区丸の内1-8-2 
http://www.am-one.co.jp/ 
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■設定以来の運用実績  

決  算  期 
基 準 価 額

株式組入
比  率

株式先物 
比  率 

純資産 
総 額 (分配落) 税込み

分配金
期 中
騰落率

(  設  定  日  ) 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2017年９ 月29日 10,000 － － － － 518

１ 期（2018年３ 月23日） 10,800 500 13.0 93.3 － 2,207
２ 期（2018年９ 月25日） 12,601 500 21.3 97.2 － 2,638
３ 期（2019年３ 月25日） 11,595 500 △4.0 95.5 － 3,298
４ 期（2019年９ 月24日） 11,069 0 △4.5 90.8 － 2,922
 （注１）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。 
（注２）基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注３）「株式先物比率」は、買建比率－売建比率です。 
（注４）当ファンドのコンセプトに適した指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を定めておりません。 
（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
 
■当期中の基準価額の推移  

年  月  日 
基 準 価 額 株式組入 

比  率 
株式先物 
比  率  騰 落 率 

（期 首） 円 ％ ％ ％
 2019  年  ３  月  25  日   11,595 － 95.5 －
    ３   月   末   12,137 4.7 97.4 －
    ４   月   末   12,121 4.5 97.2 －
    ５   月   末   12,211 5.3 97.9 －
    ６   月   末   11,652 0.5 95.2 －
    ７   月   末   11,651 0.5 95.9 －
    ８   月   末   10,750 △7.3 95.6 －
（期 末）  
 2019  年  ９  月  24  日   11,069 △4.5 90.8 －
 （注１）騰落率は期首比です。 
（注２）「株式先物比率」は、買建比率－売建比率です。 
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■当期の運用経過（2019年３月26日から2019年９月24日まで） 
  
基準価額等の推移 
 

第４期首 ： 11,595円
第４期末 ： 11,069円
(既払分配金0円)
騰 落 率 ： △4.5％
(分配金再投資ベース)

 

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。 

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。 
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。 
 

基準価額の主な変動要因 
  当ファンドは、主としてわが国の金融商品取引所に上場する株式（上場予定を含む）の中から、今後
高い利益成長が期待できる２０銘柄程度を厳選し、投資を行いました。 
 情報・通信業、卸売業、サービス業などの下落により基準価額は下落しました。個別銘柄では、プロ
レド・パートナーズ、イーソル、エスプールなどがプラスに寄与する一方、イトクロ、ベルトラ、ギー
クスなどがマイナス要因となりました。 
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投資環境 
 
国内株式市況 
 国内株式市場は、堅調な推移でスタートしものの、米国トランプ政権が対中国関税の更なる引上げに
市場が予想していないタイミングで動いたことなどから世界経済への影響が懸念され下落しました。そ
の後も、回復する動きもありましたが、米中貿易問題の不透明感から軟調な展開となりました。しかし、
2019年９月に入ると、主要国の金融緩和策や景気対策への期待から回復傾向となりました。期末のＴ
ＯＰＩＸは期首に比較して2.9％の上昇となりました。 
  
ポートフォリオについて 
  当ファンドは、主としてわが国の金融商品取引所に上場する株式（上場予定を含む）の中から、今後
高い利益成長が期待できる２０銘柄程度に厳選し投資を行いました。銘柄選定にあたっては、優れた経
営者の質・ビジョン、新しいビジネスモデルや付加価値の高い商品等から企業価値の増大が期待できる
企業に注目しました。 
 売買では、ギークス、グレイステクノロジー、エスプールなどの買い付けを行う一方、オロ、セレス、
メルカリなどの売却を行いました。 
  
分配金 
  収益分配金につきましては基準価額水準・市況動向等を勘案し、無分配とさせていただきました。な
お、収益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 
 
■分配原資の内訳（１万口当たり）  

項目 
当期 

2019年３月26日
～2019年９月24日

当期分配金（税引前） －円
  対基準価額比率 －％
 当期の収益 －円
 当期の収益以外 －円
翌期繰越分配対象額 1,068円
 

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨
てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。 

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前）」
の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五入して
います。 

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控
除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充
当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立
金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。 
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今後の運用方針 
 中長期的なテクノロジーの変革や社会構造の変化に注目した銘柄選択が重要と考えています。日本社
会は、テクノロジーの進化により第４次産業革命といわれるような変革･成長期にあると考えています。
さらに、人口減少、少子高齢化が加わって、新しい企業やビジネスが急速に出てきている状況ととらえ
ています。社会課題の解決に貢献し、成長が期待できる企業に投資していきたいと考えています。 
 米国を中心に国内外の緩和的な金融政策や景気対策、エレクトロニクス分野での事業環境の改善が株
式市場のプラス要因になると想定しています。また、日本企業の業績も、米中対立の影響はあるものの、
先行きの明るさが出てきていると考えています。一方、株価は、米中対立など世界情勢からくる景気動
向の不確実性を警戒し、割安な状況になっていると考えており、有望銘柄に投資するチャンスだと考え
ています。2020年を見据え、構造的に強い成長が期待できる分野・企業に注目していく方針です。 
 
■１万口当たりの費用明細 
 

項目 

第４期 

項目の概要 (2019年３月26日  
～2019年９月24日) 

金額 比率 
(a) 信託報酬 96円 0.831％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

期中の平均基準価額は11,596円です。 
 （投信会社） （ 47） （0.405） 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準

価額の算出等の対価 
 （販売会社） （ 47） （0.405） 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送

付、口座内でのファンドの管理等の対価 
 （受託会社） （  3） （0.022） 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実

行等の対価 

(b) 売買委託手数料 5  0.046 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料 

 （株式） （  5） （0.046）

(c) その他費用 0  0.001 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
 （監査費用） （  0） （0.001） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

 合計 102  0.878
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 
◆総経費率 
 当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.66％です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注３）各比率は、年率換算した値です。 
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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■売買及び取引の状況（2019年３月26日から2019年９月24日まで） 
 株 式 
 

 
買      付 売      付 

株   数 金   額 株   数 金   額 

国 内 
 千株 千円 千株 千円

上 場 539 1,102,936 632.6  1,509,708 
 （165） （－）  

 （注１）金額は受渡代金です。 
（注２）（ ）内は株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
 
■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項         目 当         期 
(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,612,645千円 
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 2,889,516千円 
(ｃ) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 0.90   

 （注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。 
 
■利害関係人との取引状況等（2019年３月26日から2019年９月24日まで） 
(1) 期中の利害関係人との取引状況  

決   算   期 当                   期 

区       分 買付額等 
Ａ 

売付額等 
Ｃ うち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人 
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,102 117 10.7 1,509 111 7.4

 
 
(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率  

項             目 当             期 
売 買 委 託 手 数 料 総 額 (Ａ) 1,344千円 
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 (Ｂ) 123千円 
 (Ｂ)／(Ａ) 9.2％  

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。 
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■組入資産の明細 
 国内株式 
 

銘       柄 
期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額

  千株 千株 千円

 医薬品（4.0％）   

 ペプチドリーム 26 20 106,800

 電気機器（3.3％）   

 山一電機 － 70 86,800

 精密機器（4.0％）   

 朝日インテック 26 38 105,260

 電気・ガス業（4.1％）   

 レノバ 143 120 109,800

 情報・通信業（32.7％）   

 オークファン 76 － －

 フィックスターズ 98 70 101,430

 セレス 70 － －

 アドバンスト・メディア 77 － －

 ＡＬＢＥＲＴ 13.5 4.5 47,160

 ユーザベース 14 15 33,720

 オロ 26.5 － －

 マネーフォワード 22 － －

 ラクスル 30 30 105,000

 メルカリ 35 14 38,262

 チームスピリット 43.5 52 90,584

 イーソル 21.5 90 126,900

 ＥＤＵＬＡＢ 6.7 17 87,550

 スマレジ 32.6 － －

 Ｓａｎｓａｎ － 22 95,590

銘       柄 
期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ビジョン 36 29 140,650

卸売業（3.3％）   

農業総合研究所 5.1 125 88,125

小売業（4.6％）   

オイシックス・ラ・大地 80.5 85 122,485

不動産業（11.2％）   

ツクルバ － 45 70,785

ハウスドゥ 70 85 138,380

ＧＡ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 36 30 88,950

サービス業（32.8％）   

エスプール － 39 132,015

弁護士ドットコム 25 22 92,070

イトクロ 48.5 － －

グレイステクノロジー － 45 138,600

ジャパンエレベーターサービスホールディングス 60 42 116,676

プロレド・パートナーズ 12.5 19 167,010

ベルトラ 91.1 102 115,770

ギークス 0.1 67 107,200

 
合  計

 
株 数 ・ 金 額

千株 
1,226.1 

千株 
1,297.5 

千円
2,653,572

銘 柄 数 < 比率 > 28 銘柄 26 銘柄 <90.8％>
 （注１）銘柄欄の（ ）内は、期末の国内株式評価額に対する各業種

の比率です。 
（注２）合計欄の< >内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率

です。 
（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。 
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■投資信託財産の構成 2019年９月24日現在 
 

項                  目 当       期       末 
評   価   額 比     率

千円 ％
株         式 2,653,572 84.5
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 487,755 15.5
投 資 信 託 財 産 総 額 3,141,327 100.0
 （注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 
 
■資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2019年９月24日)現在 
 

項           目 当  期  末
(Ａ) 資 産 3,141,327,099円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 484,623,534 

 株 式(評価額)  2,653,572,000 

 未 収 配 当 金 3,131,565 

(Ｂ) 負 債 218,626,738 

 未 払 金 185,300,749 

 未 払 解 約 金 9,163,919 

 未 払 信 託 報 酬 24,138,304 

 そ の 他 未 払 費 用 23,766 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ)  2,922,700,361 

 元 本 2,640,553,815 

 次 期 繰 越 損 益 金 282,146,546 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 2,640,553,815口

 １万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ)  11,069円
 （注）期首における元本額は2,844,326,898円、当期中における追加

設 定 元 本 額 は 1,443,247,549 円 、 同 解 約 元 本 額 は
1,647,020,632円です。 

■損益の状況 
 

当期 自2019年３月26日 至2019年９月24日  
項           目 当    期

(Ａ) 配 当 等 収 益 3,333,741円
受 取 配 当 金 3,385,586
受 取 利 息 △6
そ の 他 収 益 金 3,178
支 払 利 息 △55,017

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △113,391,097
売 買 益 301,320,088
売 買 損 △414,711,185

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △24,162,070
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △134,219,426
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 12,565,836
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 403,800,136

( 配 当 等 相 当 額 ) （265,250,726）
( 売 買 損 益 相 当 額 ) （138,549,410）

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 282,146,546
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ)  282,146,546
追 加 信 託 差 損 益 金 403,800,136
( 配 当 等 相 当 額 ) （265,250,726）
( 売 買 損 益 相 当 額 ) （138,549,410）
分 配 準 備 積 立 金 12,565,836
繰 越 損 益 金 △134,219,426

 （注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注４）分配金の計算過程  

項           目 当     期
(ａ) 経 費 控 除 後 の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 269,580,710
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 12,565,836
(ｅ) 当期分配対象額(a+b+c+d) 282,146,546
(ｆ) 1万口当たり当期分配対象額 1,068.51
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) 1 万 口 当 た り 分 配 金 0
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■分配金のお知らせ 
 収益分配金につきましては基準価額水準・市況動向等を勘案し、無分配とさせていただきました。 


